
4 単位

3学年 普通科 文系

●学習到達目標

●学習計画
学期 月 単元名

4～5月
演習①

（数学ⅠAⅡBC
のすべての単元）

6月～７月
演習②

（数学ⅠAⅡBC
のすべての単元）

9月～10月

演習③
（数学ⅠAⅡBC
のすべての単元）

11月～12月

演習④
（数学ⅠAⅡBC
のすべての単元）

3 1月～2月
演習⑤

（数学ⅠAⅡBC
のすべての単元）

●観点別評価
3観点

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価
方法

評価の
重み

数学的に表現・処理したりすることがで

きる。

定期テスト
単元別テスト

β＝0.３ γ＝０.3α＝０.4

数学的論拠に基づいて判断しようとすることが

でき、問題解決の過程を振り返って考察を深め

たりすることができる。

定期テスト
単元別テスト

課題の取り組み

問題を自立的に解決する過程を遂行するこ

とができる。

学習活動での取り組み
課題への取り組み

数学的に表現・処理したりすることがで

き、数学のよさに気づくことができる。

問題を自立的・協働的に解決する過程を遂

行することができ、さらに統合的・発展的に

考察することができる。

問題を自立的・協働的に解決する過程を遂

行することができる。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数学的に意味づけや解釈しながら数学

的に表現・処理したりすることができ、数

学のよさに気づくことができる。

粘り強く考え、数学的論拠に基づいて判断しよ

うとすることができ、問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり、評価・改善したりしようとす

る態度や創造性をもつことができる。

粘り強く考え、数学的論拠に基づいて判断しよ

うとすることができ、問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり、評価・改善したりしようとす

る態度をもつことができる。

知識・技能

・大学入試問題のうち標準的なものを通して、学習内容を整理し、活
用できるようにする。
・共通テストの模擬問題、過去問の演習を通して、学習内容を復習
し、整理して活用できるようにする。

・共通テストを直前に控え、実戦力を養う。
・それぞれの進路希望に合わせ、実戦力を養う。

学習内容

（１）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したりできる基礎的・基本的な知識・技能を養う。
（２）数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的
に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・適格に表現する力を養う。
（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

教科
科目名

1

数学

数学理解

単位数（週あたりの授業時数）

履修学年（類型）

教科書名（出版社名） ニューグローバルマーチ数学ⅠAⅡBC（東京書籍）

2

大学入試問題のうち基本的なものを通して、学習内容を整理し、活
用できるようにする。

大学入試問題のうち基本的なものを通して、学習内容を整理し、活
用できるようにする。

大学入試問題のうち基本的なものを通して、学習内容を整理し、活
用できるようにする。



サンプル
2 単位

1 学年 ＭＳ科

●学習到達目標

●学習計画
学期 月 単元名

４・５月 物質の構成

 ６月 物質の構成粒子

 ７月 粒子の結合

 ９月 粒子の結合

１０月 物質量と反応式

１１月 物質量と反応式

１２月 酸と塩基の反応

 １月 酸と塩基の反応

 ２月 酸化還元

 ３月 酸化還元

●観点別評価
３観点

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価
方法

評価の
重み

定期考査
発問に対する答え
実験に対する技能

定期考査
発問に対する答え

授業・実験に取り組む姿勢
グループ活動での取組

40% 40% 20%

基本的な発問に答えられる
実験を手順通りに行う

自然科学の事象を考察できる
化学の現象名が言える

自然科学の事象の理解に
意欲を持って取り組む

基本的発問に答えられない
実験に参加していない

化学現象について判断しようとする 自然の科学事象に興味を持つ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知識を問う問題に
ほぼ解答できる

実験を効率良く行う

思考力を問う問題に解答できる
化学現象を説明できる

自主的・積極的
協働的に取り組む

3

科学的な事象についての観察・実験などを行い，自然に対する関心と探究心を高め，科学的に探究する能
力と態度を育てるとともに，基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な自然観を育成する。

学習内容

1

多種多様な物質を観察することによって，それらを整理・分類し,物
質の成り立ちを追究する。
物質を構成する基礎的な粒子である原子やイオンが種々の方法で
結合した物質の構造や表しかた，それらの関係を学ぶ。

2

教科
科目名

理科 単位数（週あたりの授業時数）

理数化学（化学基礎） 履修学年（類型）

教科書名（出版社名） 改訂版 化学基礎 （数研出版）

物質の質量と，物質を構成する原子・分子・イオンなどの質量や数と
の関係や，気体についてはさらに体積との関係を学び，化学の学習
に欠かすことのできない物質量の考え方を身につける。

酸・塩基の定義や酸性・塩基性について，その本質が何であるかを
考え，酸性・塩基性の強さの度合いの表し方を学ぶ。また，ｐＨの表
し方・中和の量的関係を学び，中和によって生じる塩の水溶液は必
ずしも中性でないことにもふれる。
電子の授受によって考えられる現象として酸化・還元を学ぶ。その場
合，酸化数という便利な指標を用いて酸化・還元を統一的に考え，
理解を深める。また，電池の化学反応は，すべて酸化還元反応であ
るから，これらもあわせて学習する。

物質が連続性をもたない小さな粒子からなることは中学でも学習し
ているが，個々の粒子がどのようなしくみで結合しているかは，簡単
に触れただけで終わっている。ここではそれをさらに詳しく扱うことに
よって，物質の性質との関連も同時に学ぶ

一例であり、変更可能性があります


